
収蔵品管理システム
「スサノオブック」

操作マニュアル
共通編

第三版

株式会社グラス



2

目次

１．目的・特徴 ・・・・・・・・・・・・・・ ３

２．ライセンス・教育・導入手順 ・・・・・・ ５

３．ユーザ登録 ・・・・・・・・・・・・・・１０

４．ショートカットと右クリック ・・・・・ １４

５．画面の基本操作 ・・・・・・・・・・・ １６

６．画面集帳票一覧 ・・・・・・・・・・・ ２６

７．設定編 ・・・・・・・・・・・・・・・ ３８

８．値一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・ ４４

９．削除管理 ・・・・・・・・・・・・・・ ４７

１０．ヘルプ ・・・・・・・・・・・・・・ ５０

１１．ファイルの損傷 ・・・・・・・・・・ ５５

１２．利用規約他 ・・・・・・・・・・・・ ５７



１．目的・特徴
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「低価格でほしい」「タブレットで管理したい」「自館のカスタマイズがしたい」というリクエ
ストに応える収蔵品管理システムです。 FileMakerで開発することで、低価格・iPad・カ
スタマイズのキーワードを実現しました。

【 『スサノオブック』の由来】
『スサノオブック』の開発は素戔嗚尊（すさのおのみこと）の話が伝わる島根県出雲地方で
行っています。素戔嗚尊は草薙剣（くさなぎのつるぎ）をヤマタノオロチの尾から取り出し
た伝説があります。
宝・伝説のイメージのある『スサノオ』と書籍、知識の源の意味のある『ブック』から『スサノ
オブック』となずけました。

【バーコード運用 】
各データを検索するときに、収蔵品や箱や棚につけたバーコードを読むことでデータを

表示できます。
収蔵保存・貸出・返却の作業をバーコードを読むことでできます。
iPadはiPadのカメラでバーコードを読むことができます。
パソコンの場合はバーコードリーダ機器をパソコンに接続してご利用ください
バーコードリーダ機器が無い場合でもバーコード番号を入力して利用できます。

【iPadのカメラ 】
iPadのカメラを利用し、現場で直接撮影することができます。
写真を撮影して、パソコンに取り込んで、データを検索して・・・・

という手間なしで画像登録できます

【クラウド運用】
FileMaker Cloudで運用できます。
FileMaker Cloudはバックアップやセキュリティなど安心して運用できます。
ファイルメーカのシステム＋クラウドサーバ費用を含んでいますので、他のクラウドサー

ビスと比べても十分安いサービスです
クラウドサービスなので、リモートのサポートも可能になります。

【カスタマイズ】
FileMakerで開発しています。完全アクセス権を提供しますので、各館向けのカスタマ

イズが可能です。

目的・特徴
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２．

ライセンス
教育
導入手順
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『スサノオブック』を導入するために下記の３つのライセンスを用意しています。

a) 試用ライセンス
本ソフトウェアの仕様・操作方法を確認するためのライセンス。入力ユーザ権限で入力機

能が確認できます。
制限機能として収蔵品登録は３０個までです。
スサノオブックサイトからダウンロードページからダウンロードできます。

b) 完全アクセス権付永続ライセンス（税込み33万円）
完全アクセス権付のアカウントを提供します。各館でカスタマイズしてご利用ください。
各館でカスタマイズできますが、弊社で変更内容が確認できませんので、システムの変更

を伴う保守やサポートは行いません。
直接変更はしませんが、ZOOMやTeamViewerを利用して教育・助言は行います（別

途費用）
自社でサーバを構築して運用することも可能ですが、ライセンスは同一施設内での利用

に制限しています。複数施設でのご使用は、施設数のライセンスをご購入ください。
クラウド運用したい方は「Claris FileMaker Cloud運用ライセンス」をご利用くださ

い。

c)Claris FileMaker Cloud運用ライセンス（年間:税込み33万円~）
Apple社が提供するClaris FileMaker Cloudで運用します。
サーバ運用はメーカで行われますので、サーバの保守（機器・ソフトのバージョンアップ）

は必要ありません。

最小はEssentialsプランの5ユーザからになります。費用は年間33万円容量は10G
でアプリは最大3個までになります。
ユーザ数・容量・アプリ数が増える場合は別途見積もりします。

『スサノオブック』の使い方・保守・サポートはオンラインで対応可能です（別途費用）。
クライアント機器、プリンター機器などについてはオンラインでできないためサポート・保

守外になります。

ライセンスについて
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【ファイルメーカーの使い方】
ファイルメーカーの使い方はメーカの教育用ユーチューブや講習会がありますので、そ

ちらをご紹介しています。

【スサノオブックの使い方・カスタマイズ方法】
スサノオブックの使い方・カスタマイズ方法はZOOMを利用してオンラインで行います

（別途費用）。
ご訪問しての教育も可能ですが、交通費・出張費が別途発生します。また日程調整し訪問

しますので対応が遅くなります。

教育について

7



マスタ関係は事前に登録します。
収蔵品を登録時に下記のマスタを選択して登録するので、最初に登録します。

１．施設登録
（１）収蔵品を保存する施設を登録します。
（２）施設の部屋を登録します。玄関と庭なども部屋として登録します。
移動しない場所を部屋として登録します。

（３）棚を登録します。棚は移動できます。
（４）段を登録します。段は棚の一部です。

２．収集場所登録
埋蔵品や郷土品など収集場所が重要になる場合に登録してください。

（１）地域を収集した地域を登録します。
（２）発掘場所を登録します。
（３）エリアを登録します。
（４）詳細場所を登録します。

※施設・収集場所などの「地域」「発掘場所」などは各館ごとに変更できます。

導入手順
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３．図面登録
収蔵品・箱・棚・部屋・施設の場所を図面で管理できます。
管理に必要な図面を登録します。

４．作者登録
収蔵品の作者（アーティスト）を登録します。
収蔵品には複数の作者が登録できます。基本的には個人で登録します。
ペンネームや別名、藤子不二雄氏のように共有ペンネームの取り扱いについては各々の

館で決めてください。

５．人会社登録
寄贈者：収蔵品の寄贈者
寄託者：寄託品の寄贈者
購入先：収蔵品の購入先
カルテ：収蔵品の修理者
出品先：展示会などの貸出（出品）する先
職員：館の職員
個別：その他

※必要であれば区分を追加してください
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３．ユーザ登録
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１． Claris ID
クラウド使用時はClaris IDがユーザになります。
申請時のユーザアドレスが第一管理者Claris IDになります。
個人のメールアドレスを使用すると面倒が起きるので、クラウド申請時には専用のメールアド
レスを準備することをお勧めします。
作成例

fm01@・・・・・・・.com
fm02@・・・・・・・.com
fm03@・・・・・・・.com
fm04@・・・・・・・.com
fm05@・・・・・・・.com

出来れば、転送用アドレスを作成し、上記のメールを全て転送することをお勧めします。
fmall@・・・・・・・.com

fm01～05@はファイルメーカのログイン用としてメールの受信はfmall@で一括する方が
運用しやすいです。

※システム用メールが準備できない場合は弊社で準備します
登録時などに英文でメールが届く場合があります。スパムメールと勘違いすることがあるの
で専用メールアドレスをお勧めしています
作成例

XXXX01@susanoo-book.com
XXXX02@susanoo-book.com
XXXX03@susanoo-book.com
XXXX04@susanoo-book.com
XXXX05@susanoo-book.com

XXXXは各館の識別できるIDを設定します

３－１． FileMaker Cloudのユーザ登録
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2． FileMaker Cloudの申請
FileMaker Cloudを申請すると登録用のメールが届きます。
このメールは英文で届きます。迷惑メールと勘違いしないでください。
メール中のリンクをクリックすると第一管理者のClaris IDやクラウドの登録できます。

3．その他のClaris IDの登録
クラウドの管理画面で第一管理者でログインしその他のClaris IDが登録できます。

※上記の流れは2021年11月段階の流れです。変わる可能性があるのでご注意ください。
Cloudの申請は、 Apple社のClaris担当、Clarisパートナーと相談しておこなってくだ

さい。

４．APPのユーザ登録
登録したAPPごとにユーザを登録します
登録はセキュリティ画面で行います。

５．ユーザ権限
完全アクセス権ユーザと入力ユーザの２種類でユーザ登録してください
ＡＰＰの変更は完全アクセス権ユーザが行います。
入力ユーザはシステムの利用のみ行います。

６．パスワード
パスワードは定期的に変更することが望ましいです。

※端末が複数になった場合にClaris IDのワーニングが発生しパスワードの変更を指示する
ことがあります。
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1． FileMaker Cloud以外のユーザ
FileMaker Cloud以外のユーザは一般的なユーザになります。

ID:xxxxx01 パスワード：zdfk12ka
ID:xxxxx02 パスワード：sdff254ws
など、ユーザ数は無制限に登録できますが、利用者数はFileMakerの契約範囲になりま
す。

２．試用ユーザ
試用用のＩＤ／パスワードは ｕｓｅｒ／ｕｓｅｒ です。
入力用のユーザになります。
収蔵品の登録が30件までになります。それ以外の機能は本番用と同じになります。

３．完全アクセス権永続ライセンス
完全アクセスのユーザは入金確認後にメールでＩＤとパスワード通知します。
完全アクセスユーザでログインし、ＡＰＰの変更カスタマイズを自由に行ってください。

※完全アクセスユーザは１館１ユーザです。
複数の館で使用する場合は複数のアカウント分を購入してください

４．サーバ運用
館でFileMaker Server をご利用することは問題ありません。
同一館のユーザ数の制限はありません。

５． FileMaker Cloudでの使用禁止
完全アクセス権永続ライセンスのご利用でFileMaker Cloudをご利用することは禁止

します。
このシステムをFileMaker Cloudで運用する場合は、弊社に依頼してください。

３－２． FileMaker Cloud以外のユーザ登録

※注意事項
１．非サポート
完全アクセス件ライセンスの場合、カスタマイズが自由にできます。
そのため、サポートが困難になります。利用者の責任で運用・カスタマイズしてください。

２．ＺＯＯＭを利用したＱ＆Ａや有料の教育・カスタマイズ指導は行います。
訪問等の対応は行わない方針です。
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４．
ショートカット
と右クリック
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１．[cｔｒｌ]+[1] メニューの切り替え
起動はメニューバーが非表示です
[cｔｒｌ]+[1] でメニューバーの表示・非表示が切り替わります。

２．[cｔｒｌ]+[2] 別ウィンドウの表示
[cｔｒｌ]+[2] で別ウィンドウが開きます
複数ウィンドウが開き、同じデータを同時に開くとロックがかかり更新できないことがあ
ります。
【使い方】
収蔵品を登録時に新しい作者が出てきたに別ウィンドウを開き、作者を新規登録します

3．右クリックでのデータの登録・削除・複写は行わないでください
完全アクセスユーザの場合は右クリックでのデータの登録・削除・複写ができます。
右クリックで行うとデータの整合性が合わなくなる場合がありますので、データの登録・

削除・複写はシステムのボタンで行ってください。

入力ユーザの場合は右クリックでのデータの登録・削除・複写ができません。
システムの運用は入力ユーザで行ってください。

４．ショートカットと右クリック
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５．画面の基本操作
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レコード
先頭・最
終移動

ソート
機能

１－１．画面の基本操作

メニュー
へ移動

全表示
レコード
追加

検索機
能開始

詳細
明細へ移

動

レコード
削除

前画面へ
移動

サイズ

変更

写真
追加

レコード
削除

レコード
先頭・前・後・
最終移動

一覧
一覧へ移

動

ヘルプ

印刷
機能

文字のコ
ピー・カット・
貼り付け

画面別
機能表示

99/99[99]
表示位置/表示件数［データ件数］

表示件数：検索した結果の件数
表示位置：検索結果後のデータ位置
データ件数：データの件数
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１-３．写真の基本操作
写真追加

（２）表示画面

〇表示数
収蔵品の場合は30枚表示、その他の場合は5枚表示します。
それ以上の写真はスクロールで表示します

（３）写真の操作
写真の追加：メニューの「写真追加」ボタンをクリック
写真の変更：表示しているサムネイル画像をクリック
写真の削除：サムネイル横の「写真削除」をクリック

（１）登録できるデータ
写真と記述していますが、PDF、Word、Excelなどのデータを登録することができます。
写真とPDFはサムネイル表示しますが、 Word、Excelなどはアイコンとデータ名を表示し
ます。



１－４．写真操作

収蔵品の写真・データ（PDF・WORD・Excelなど）を登録します。

データ表示：OSに設定しているソフトで起動します。
サイズ変更：データサイズを900×600サイズに変更します。

詳細な画像が不必要なときはサイズ変更をお勧めします。
写真名 ：写真を識別するための名称
写真追加 ：写真を追加します
〇〇表示 ：写真の元データ画面に戻ります
写真管理 ：削除ボタンがあり、写真データを削除しします
撮影 ：iPadの場合に写真撮影します
コメント ：写真のコメントを入力。iPadの場合に写真撮影します
写真削除 ：写真データは消しません。写真の入れ替えのときに削除します。

※データ表示
iPadでは対応していません。
WordやExcelデータはWordやExcelで起動します。
起動し変更できますが、データを直接変更していません。
元データを変更したい場合は別ファイルで保存して再度登録してください。

写真追加 〇〇表示
写真名
の入力

写真管理
※削除

データ表示

撮影

コメント

写真削除

サイズ変更
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１－５．画像のデータ表示例

OSの標準標準ソフトで起動します。
png,jpg,gif：画像表示ソフト
dｏｃｘ,doc：Wordソフト
xlsx,xls：Excelソフト

起動ソフトの変更は、WINDOWS の場合は「ファイルの種類で規定値を選択する」で変
更できます。
Macは「ファイルを開くアプリケーションを恒久的に変更」などで検索してください。
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１－６．一括登録の流れ

1.デスクトップにフォルダ[SSDATA]を作成します。
※フォルダは一回作ればOKです
2.収蔵品に登録したい画像をフォルダに入れます。
3.一括登録ボタンをクリックします。
4.フォルダ内の画像をアップし、確認画面を表示します。
5.確認画面で［写真取込］をクリックし収蔵品に写真を登録します。
6.作業後に写真をフォルダ[SSDATA]から取り出してください。入れっぱ
なしになっていると何度も登録します。

※確認画面で「戻る」または「×」を閉じると再作業できません。画像の取込か
ら行ってください。

※パソコン限定機能。iPadで実行しても登録で
きません。

写真が複数あるときに一括して登録する方法
明細画面のポップアップボタンの「一括登録」で
行います。
収蔵品画面では「一括登録」のポップアップボタ
ンにありますが、収蔵品以外は「〇〇管理」の
ポップアップボタンに実行ボタンがあります。
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１－７．一括取込の流れ

写真をフォルダに
入れる

一括登録ボタンを
クリック

写真取込ボタンを
クリック

一括登録ボタンを
クリック

写真の型式・名称・備考が入力できます。
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１－８．検索

【検索】
上部の検索ボタンで検索作業を開始します。
初期はAND検索です

検索 検索操作 検索入力

【検索操作】
検索実行：検索を実行します
絞込検索：絞込検索を実行します
検索追加：OR検索するための項目を追加します
検索削除：OR検索するための追加した項目を削除します
検索終了：検索を取り消しします

【検索入力】
検索したい項目に検索キーワードを入力します
●数字項目
[ 10 ] ：10のデータを検索
[ > 10 ] ：10より大きいデータを検索
[ < 10 ] ：10より小さきいデータを検索
[ 10...20 ] ：ドット３個 10以上20以下を検索 ※範囲してい
●文字項目
[ 10 ] ：10を含むデータを検索 ※あいまい検索
[ = 10 ] ：10を検索 ※完全一致検索
●有無検索
[ * ] ：入力のあるデータを検索
[ = ] ：空のデータを検索.

●検索追加画面
検索行が増えます
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１－９．明細画面の検索

検索追加・
削除

検索件数

【検索追加・削除】
検索追加・削除を行うと検索用レコードが追加・削除されます

【検索件数】
サンプルでは検索件数が5件になっています。
5種類のＯＲ検索ができます

【検索レコードの移動】
[◀] [<] [>] [▶]
ボタンでレコードが移動します。

検索レコー
ドの移動

検索入力
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１－１０．iPhone画面の基本操作

MENU
へ移動

前画面
へ移動

表示件数

明細
へ移動

MENU
へ移動

前画面
へ移動

データ
の登録

写真一覧
へ移動

写真の登録
（追加）
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６．画面集
帳票一覧
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２－１．画面遷移図 パソコン編
※管理者用画面はのぞく

MENU

収蔵品未返却
※一覧

収蔵品登録

バーコード

出品一覧出品登録

人会社一覧人会社登録

作者一覧作者登録
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２－２．画面遷移図 iPhone編

バーコード検索時はパソコン画面を表示します

iPhone
MENU

MENU

収蔵品
出庫

収蔵品作業中
一覧

収蔵品登録

施設登録 部屋登録 棚登録 段登録

施設一覧

収蔵品
返却

収蔵品
写真

収蔵品
写真一覧

バーコード
検索

パソコン
画面

カルテ登録

カルテ登録

カルテ
写真

カルテ
写真一覧

地域登録 発掘場所登録 エリア登録 詳細場所登録

地域一覧

バーコード
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バーコード
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バーコード
収蔵品返却

バーコード
棚卸

棚卸一覧
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３－２．印刷系：収蔵品

【収蔵品一覧】
収蔵品一覧印刷
収蔵品一覧Excel出力

【収蔵品明細】
収蔵品明細印刷
収蔵品ラベル印刷
収蔵品写真一覧印刷
収蔵品作者一覧印刷
収蔵品関連品一覧印刷
収蔵品カルテ一覧印刷
収蔵品掲載等一覧印刷
収蔵品出品履歴印刷
収蔵品使用履歴印刷
収蔵品移動履歴印刷
収蔵品明細Excel出力

【収蔵品カルテ】
収蔵品カルテ一覧印刷
収蔵品カルテ一覧Excel出力
収蔵品カルテ明細印刷
収蔵品カルテラベル印刷
収蔵品カルテ写真一覧印刷
収蔵品カルテ明細Excel出力

【収蔵品掲載等】
収蔵品掲載等一覧印刷
収蔵品掲載等一覧Excel出力
収蔵品掲載等明細印刷
収蔵品掲載等ラベル印刷
収蔵品掲載等写真一覧印刷
収蔵品掲載等明細Excel出力

【収蔵品棚卸】
棚卸一覧
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３－２．印刷系 作者

【作者一覧】
作者一覧印刷
作者一覧Excel出力

【作者明細】
作者明細印刷
作者ラベル印刷
作者写真一覧印刷
作者収蔵品一覧印刷
作者明細Excel出力
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３－２．印刷系 出品

【出品一覧】
出品一覧印刷
出品一覧Excel出力

【出品明細】
出品明細印刷
出品ラベル印刷
出品写真一覧印刷
出品中収蔵品一覧印刷
出品出庫履歴印刷
出品返却履歴印刷
出品出品履歴印刷
出品明細Excel出力
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３－２．印刷系 人・会社

【人・会社一覧】
人・会社一覧印刷
人・会社一覧Excel出力
葉書印刷
ラベル印刷

【人・会社明細】
人・会社明細印刷
人・会社ラベル印刷
人・会社写真一覧印刷
人・会社中収蔵品一覧印刷
人・会社出庫履歴印刷
人・会社返却履歴印刷
人・会社出品履歴印刷
人・会社明細Excel出力
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３－２．印刷系 施設・部屋・棚・段

【施設一覧】
施設一覧印刷
施設一覧Excel出力

【施設明細】
施設明細印刷
施設ラベル印刷
施設写真一覧印刷
施設明細Excel出力

【部屋一覧】
部屋一覧印刷
部屋一覧Excel出力

【施設明細】
施設明細印刷
施設ラベル印刷
施設写真一覧印刷
施設明細Excel出力

【棚一覧】
棚一覧印刷
棚一覧Excel出力

【棚明細】
棚明細印刷
棚ラベル印刷
棚写真一覧印刷
棚明細Excel出力

【段一覧】
段一覧印刷
段一覧Excel出力

【段明細】
段明細印刷
段ラベル印刷
段明細Excel出力
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３－２．印刷系 図面

【図面一覧】
図面一覧印刷
図面一覧Excel出力

【図面明細】
図面明細印刷
図面ラベル印刷
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３－２．印刷系 写真

【写真一覧】
写真一覧印刷
写真一覧Excel出力

【写真明細】
写真印刷
写真明細印刷
写真ラベル印刷
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３－２．印刷系 管理者用

【履歴系】
出品・出庫返却履歴印刷
出庫貸出履歴印刷
移動履歴印刷
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７．設定編
管理者機能
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７－１．設定画面

設定をクリック

利用者情報を入力

【利用者情報】
システムでは使っていません。メモ程度です。
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７－２．設定

【データ更新】
収蔵品や箱などに施設などマスタを設定したときには、マスタの名称を設

定します。
マスタの名称変更しても、収蔵品や箱などですでに設定してある名称は変

更しません。
データ更新を行うと最新の情報に変更します。履歴関係の情報は変更しま

せん。
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７－３．設定（ローカルバックアップ）

ローカル運用時の設定です
サーバ運用時は無効です

バックアップ先の設定方法
・相対パス

file:フォルダ名
例） file:filemaker_backup

・windowsの場合の完全なパス
filewin:/ドライブ文字:/フォルダ がバックアップ先になります。
例） filewin:/C:/filemaker_backup

・macの場合の場合の完全なパス
filemac:/ボリューム名/ファルダ がバックアップ先になります。
例） filemac:/MacintoshHD/home/goolus/filemaker_backup

※注意
空白の場合はバックアップをとりません。
設定したフォルダがないときはエラーになります。
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７－４．メール設定

ヘルプ画面で要望のメール送信ができます
メールの送信先を設定します
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７－５．データの初期化

データを一括で削除します
デモ・テストデータを削除するときに使用します。

暗号は管理者でレイアウト編集すると表示します。
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８．値一覧
管理者機能
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８－１．値一覧の選択

値一覧をクリック

種類・分類・関連区分
などは必要に各館に合わ
せて
設定してください

チェックボックス・人区
分・箱区分は変更不可

変更する値一覧を選択して[編集]をクリックしてくださ
い
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８－２．値一覧の編集

種類：収蔵物の種類。一個選択します
分類：収蔵物の分類。複数選択できます。
関連区分：収蔵物と収蔵物の関連の区分。

種類を変更・追加してく
ださい

45



９．削除管理
管理者機能
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９－１．データの削除について

■データの親子関係
データには親子関係があります
収蔵品とカルテ、掲載等、写真
施設と部屋と棚と段

などがあります

■親が消えると子は迷子
親データが無くなると、子データは迷子になります。
データは残っていますが親がいないために子データを探すのが大変になります。

■データを消すと隣のデータを表示
データを消すと関係のあるデータを表示するようになっていますが、絶対ではありま

せん。
連続でデータを消すと関係ないデータを消す場合があるので注意して作業してくださ

い。

■削除管理
削除管理とは、削除したデータを一時的に保存する機能です。

設定ミスがあると復旧できないこともあるので気を付けてご利用ください。
※対応外条件
システムの削除機能を使った場合はデータを作成しません
iPad iPhoneでデータを消したときは削除履歴は作成しますが、データの復旧はで

きません。

■削除管理データの削除
削除しても削除管理にデータが残っているので、サーバの使用容量はへりません。
使用容量を減らすには定期的に削除管理で、「保存データの削除」を行ってください
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９－１．削除管理の選択

削除管理をクリック

復旧：削除したデータを復旧します。
復旧用のDATAを削除します。

保存した内容を削除します。レ
コードは削除しません
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９－１．削除管理画面

復旧し
たとき
にON
になり
ます

データ
が無い
ときに
ONに
なりま
す

復旧用
のファ
イル名

復旧用
のファ
イル名
のサイ
ズ

復旧用
のファ
イル名
のデー
タ件数

データ
の種
類

削除し
た画
面

削除し
た
データ
の番
号

上：削除した
日時、アカウ
ント、ユーザ
名

下：復旧した
日時、アカウ
ント、ユーザ
名
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１０．ヘルプ
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１０－１．ヘルプ起動

ヘルプ画面は各画面の右上のボタンで起動します。
ヘルプは各画面ごとにヘルプ画面があります。
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１１－２．画面ごとのメモ機能（３）

画面ごとの操作
方法を入力でき
ます
画像１、画像２で
画像付きのメモ
が入力できます
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１０－３．画面ごとのメモ機能（２）

システムの修正履歴。
備考（メモ）を入力で
きます。
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１０－４．メール機能

システムの要望等をシス
テム管理者にメールしま
す。
メール内容に
画面情報
データ情報
その他

の情報を一緒に送信しま
すので、変更せずに送っ
てください
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１１．ファイルの損傷
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１１－１．ファイルの損傷

■ファイルの修復

停電、ハードウェアの問題、またはその他の原因により、FileMaker データベースファイル
が損傷を受ける場合があります。データベースソリューションが損傷した場合、損傷したファ
イルを修復する必要があります。

損傷ファイルを発見すると、開発者に連絡するように通知するダイアログボックスが表示さ
れます。ダイアログボックスが表示されなくても、ファイルが破損していて、異常な動作をす
る場合があります。

FileMaker Pro がインストールされている場合、破損しているファイルを特定した後、[修
復] コマンドを使用してファイルを修復することができます。

FileMaker Proを購入し「修復」作業を行う。または、再インストールしてバックアップデー
タからデータの復旧を行ってください。

Claris FileMaker Cloudの場合、停電、ハードウェアの問題によるデータベースファイ
ルの損傷が発生が少ないため、 Cloud運用をお勧めしています。
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１２．利用規約他
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１２－１．技術仕様
※この技術仕様は2020年1月1日現在の情報です

【技術仕様】
■クライアント
FileMaker Pro 19
FileMaker Go 19

■サポートされる言語：日本語

■オペレーティングシステム
●FileMaker Pro
〇Windows
Windows 8.1 Standard および Windows 8.1 Pro Edition (64 ビットのみ)
Windows 10 Enterprise および Windows 10 Pro Edition (64 ビットのみ)
〇Mac
macOS Big Sur 11 (FileMaker Pro 19.1.3 minimum)
macOS Catalina 10.15
macOS Mojave 10.14

●FileMaker Go
〇iPad
iPad OS 13.2 以上
次のデバイス上で実行されていること:
10.2 インチ iPad (第 7 世代)
12.9 インチ iPad Pro
11 インチ iPad Pro
10.5 インチ iPad Pro
9.7 インチ iPad Pro
iPad (第 6 世代)
iPad (第 5 世代)
iPad mini (第 5 世代)
iPad mini 4
iPad Air (第 3 世代)
iPad Air 2

■ハードウェアの必須条件
・Windows
CPU：1 GHz 以上の 32 ビット (x86) プロセッサまたは 64 ビット (x64) プロセッサ
RAM：1 GB

・Mac
RAM：2 GB

■Claris FileMaker 19 動作環境
詳細については下記をご覧ください
https://support.claris.com/s/answerview?anum=000034947&language=ja
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１２－２.サービスの利用規約

株式会社グラス(以下、当社)が提供する『収蔵品管理システム』(以下、本ソフトウェア)を利用する場合、使用者
は以下の全ての条項に同意されることを条件に、本ソフトウェアの利用を許諾します。 使用者は本ソフトウェア
をダウンロードすることにより、この利用規約(以下、本規約)に同意したものとみなします。 もし、同意できない
場合はダウンロードをせず、本ソフトウェアを使用しないでください。

1.使用許諾
本ソフトウェアはFileMaker ソフトウェアで開発したアプリケーションです。
本ソフトウェアをダウンロード・利用した場合、使用者は本規約に同意したものとみなします。

2.著作権その他の権利の帰属
本ソフトウェアに関する著作権、知的財産権等は当社、又は作者に帰属します。また、本ソフトウェアを構成する
素材(文字、画像等を指します)に関する著作権、知的財産権等は当社、又は作者、又は第三者に帰属します。使
用者は何らの権利を取得するものではありません。

3.配布条件
使用者はインターネット上において本ソフトウェアを配布することはできません。

4.使用条件
当社は、本ソフトウェアについて、譲渡不可かつ非独占の使用権(以下、「ライセンス」と呼びます)を許諾します。
許諾される内容は「ライセンス」の種類により決まります。
a) 試用ライセンス
本ソフトウェアの仕様・操作方法を確認するためのライセンス
データの登録数に制限があります。
利用は同一施設内での利用する。
本ソフトウエアのカスタマイズできません。

b) 完全アクセス権付永続ライセンス
本ソフトウェアを購入し、完全アクセス権付のアカウントを提供し本ソフトウェアの修正と利用するライセンス
単一施設管理で利用する。複数施設の場合は施設数のライセンスを購入してください。
本ソフトウエアのカスタマイズは自由にできます。カスタマイズについては自己責任でおこなってください。

c) Claris FileMaker Cloud運用ライセンス
本ソフトウェアをClaris FileMaker Cloudで運用するためのライセンス。
完全アクセス権付のアカウントを提供し本ソフトウェアの修正と利用するライセンス。
利用制限、ライセンスについてはClaris FileMaker Cloudの使用条件と同じにします。
本ソフトウエアのカスタマイズは自由にできます。カスタマイズについては自己責任でおこなってください。
お客様が有償サポートをご希望された場合、オンラインのリモートサポートを行います。

5.禁止事項
使用者は以下の行為を行うことはできません。
a)第三者に対して、本ソフトウェアを含めた販売ならびに販売を目的とした宣伝・複製等を行う行為。
b)第三者に対して、本ソフトウェアを含めた販売ならびに販売を目的とした宣伝・複製等を行う行為。
b)本ソフトウェアの全部または一部のリバースエンジニアリング、逆コンパイル又は逆アセンブルなどの解析作
業を行う行為。
c)本規約その他の付属文書を含め、本ソフトウェアの一部または全部を改変あるいは除去する行為。
d)本ソフトウェアを用いて商用利用、あるいは二次的な利用を行う行為。 ただし、勤務先(会社、役所等)におけ
る個人的利用、セミナーや会議、デモ等での利用はこの限りではない。
e)当社から取得したアカウント、パスワードを第三者に対して漏らす行為。
f)利用を目的とした施設以外での使用する行為。
g)完全アクセス権付永続ライセンスで、 Claris FileMaker Cloudで運用する行為。
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6.対抗措置
使用者が本規約の規定に違反した場合、当社、又は作者は法的手段も含めた対抗措置をとる可能性があります。
7.ソフトウェアのサポート
当社、及び、作者は本ソフトウェアのアップデート版の提供、本ソフトウェアに関する導入法、運用法等へのサ
ポート、及び、障害や不具合等への対策を行う義務を負いません。ただし、当社の判断により、本ソフトウェアの
アップデート版、または、本ソフトウェアのアップデート情報等を使用者に提供する場合があります。その場合、本
ソフトウェアのアップデート版についても本規約が適用されます。

8.有償サポート
Claris FileMaker Cloud運用ライセンスのみ、お客様が有償サポートをご希望された場合、オンラインのリ

モートサポート・本ソフトウエアのカスタマイズを行います。
カスタマイズに伴う障害や不具合等への発生については責任・賠償等の義務を負いません。

9.ソフトウェアの保証
本規約はソフトウェアの完全性、確実性を保証するものではありません。動作必要条件を満たす場合でも、使用
者の使用環境において動作することを保証しません。

10.登録個人情報について
登録された個人情報を含む全ての使用者に関わる情報は、会員自身又は会員の承諾が得られている人物以外
の第三者への開示・提供は一切行われません。 ただし、裁判所からの証拠提出要求、或いは警察等司法捜査機
関からの捜査協力要請があり、犯罪の解決のために弊社が必要と判断した場合で、操作事項証明書等の公な書
類が確認できる場合、刑事訴訟法、弁護士法に基いて個人情報開示を行うことがあります。

11.ファイルの修復
停電、ハードウェアの問題、またはその他の原因により、FileMaker データベースファイルが損傷を受ける場合
があります。データベースソリューションが損傷した場合、損傷したファイルを修復する必要があります。損傷ファ
イルを発見すると、開発者に連絡するように通知するダイアログボックスが表示されます。ダイアログボックスが
表示されなくても、ファイルが破損していて、異常な動作をする場合があります。
FileMaker Pro Advanced がインストールされている場合、破損しているファイルを特定した後、[修復] コ
マンドを使用してファイルを修復することができます。

ランタイムアプリケーションのみを使用している場合は、 [修復]できません。FileMaker Pro Advancedを
購入し「修復」作業を行う。または、再インストールしてバックアップデータからリストアを行ってください。

12.免責
a)当社、及び、作者は、本ソフトウェアの使用または使用不能によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関し
て、一切の責任を負いません。
b)当社、及び、作者は、本ソフトウェアについて、その品質・性能・特定目的に対する適合性などを一切保証しま
せん。
c)当社、及び、作者は、本ソフトウェアの恒久的なアップデート、及び、軽微な不具合の修正義務を負いません。

13.本規約の変更
当社は、事前の承諾を得ることなく、本規約を随時変更できるものとします。内容の変更については、本サイトに
公開した時点で承諾したものとみなします。
14.準拠法及び管轄裁判所
本規約の準拠法は日本法とし、松江地方裁判所をもって唯一の専属管轄裁判所とします。
15.その他
a)当社、及び、作者は、本ソフトウェアの仕様、及び、マニュアル等の内容を予告無しに変更する事があります。
b)当社は、本ソフトウェアの公開を予告無しに停止する事があります。
c) Claris FileMaker Cloudの費用変更や消費税の変更があった場合、価格の変更を行います。

付則
本規約は令和四(2022)年2月22日から施行致します。
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